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ORCA AI AGENT

収入目標から参加判断まで

01 必要な収入を決める 毎月いくら増やしたいかを数字にする

02 3つの収入源を比べる 時間・仕組み・資本の違いを理解する

03 資産を働かせる意味を知る 物価と資産格差を自分の問題に置き換える

04 ORCAを一つの選択肢として見る 仕組み・プラン・参加方法を確認する
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ORCA AI AGENT

お金の稼ぎ方は3つに整理できる

1

働いて稼ぐ

時間 × 単価

始めやすく、収入を自分で 
コントロールしやすい。 
使える時間が上限になる。

2

仕組みで稼ぐ

売上 × 利益率

商品、組織、事業の仕組みが 
成果を広げる。 
設計と継続運営が必要になる。

3

資本で稼ぐ

元本 × 収益率

自分の時間以外にも 
収益機会を持てる。 
元本と価格変動リスクを伴う

目標が大きくなるほど、労働収入だけでは時間が先に足りなくなる

本資料独自の整理。法令・会計上の正式分類ではありません。 03



ORCA AI AGENT

欲しい月収から必要条件を逆算する

同じ収入目標でも、必要な時間・売上・元本は大きく違う

毎月の目標 労働収入 
時給2,000円

事業収入 
利益率20%

資本収入 
年4%

5万円 25時間 売上25万円 元本1,500万円

10万円 50時間 売上50万円 元本3,000万円

30万円 150時間 売上150万円 元本9,000万円

投資は少ない労働時間で収益機会を持てる一方、元本・時間・収益率の設計が必要

試算条件: 税・手数料を除く単純計算。年4%は比較用の仮定であり、特定商品の予想ではありません。 04



WORLD WEALTH

世界の富は資産を持つ層に集中
2025年の世界純資産

75%
上位10%が保有

23%
中間40%が保有

2%
下位50%が保有

出所: World Inequality Report 2026 Executive Summary 05



ORCA AI AGENT

現金だけでは購買力を守りにくい

物価が年2%ずつ上がる場合の100万円の購買力

20年後

約67万円分
名目額が同じでも 
買える量は変わる

資産形成は『増やす』だけでなく、将来の購買力を守るためにも必要

日本銀行の物価安定目標2%を用いた比較用試算。将来の物価を予測するものではありません。 06



ORCA AI AGENT

差を生むのは、知識を使える形にする力

01

知る

物価・収入・投資の仕
組みを理解

02

数字にする

欲しい収入と必要条件
を逆算

03

確かめる

条件・期間・資金の流
れを確認

04

選ぶ

自分の余裕資金と目的
で判断

投資判断は、情報を『金額・期間・条件』に変えた時に始まる
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ORCA AS AN OPTION

ORCAは資本収入を狙うための 
新しい選択肢
予測市場 × AIエージェント × 自動取引

従来の長期資産形成とは異なる収益機会を、生活資金とは分
けて検討する

AI
24 / 7

ORCA提供資料の構想

ORCA提供資料による位置付け 08



ORCA AI AGENT

予測市場で生まれる価格差

予測市場
選挙、経済、暗号資産など将来の出来事を
YES / NOの契約として売買する市場

同じ出来事でも、参加者・流動性・反応速度
が違うため、短時間の価格差が生まれる

ORCA資料の裁定例

Polymarket  NO  0.20

+
Kalshi  YES  0.71

合計 0.91  理論差額 0.09

ORCAは、この差をAIで検出し両市場へ発注する仕組みを説明

出所: Yellow Paper p.8。手数料・価格滑り・未約定を除く理論例。 09



ORCA AI AGENT

ORCAが示す4つの取引戦略

01 クロスプラットフォーム裁定

同じイベントの価格差を複数市場で捉える

02 センチメント追随

ニュースや注文流の反応差を短期で捉える

03 急変動検知

大口注文後の一時的な価格の偏りを捉える

04 価格乖離

市場価格と現実データのずれを判断材料にする

一つの手法に依存せず、複数のシグナルを統合する設計

出所: ORCA提供資料の戦略説明 10



ORCA AI AGENT

24時間稼働を想定した自動取引フロー

1

データ

市場・ニュース 
オンチェーン

2

整形

イベント照合 
重複除去

3

AI判断

複数シグナル 
Fusion Engine

4

リスク判定

上限・損切り 
注文条件

5

発注

複数市場へ 
自動注文

6

監視と学習

損益を記録 
重みを調整

人が画面を見続ける代わりに、データ取得から発注・監視までを自動化する構想

出所: ORCA提供資料 p.28-34 11



PARTICIPATION VALUE

ORCA参加で得られる5つの機会

24 / 7
自動運用を想定

予測市場という新しい領域へアクセス 

複数戦略をAIが統合する設計 

市場・ニュース・オンチェーンデータを活用 

監視と学習を繰り返す自動化構想 

将来のトークン、イベント、コミュニティ特典

これらはORCA提供資料上の特徴です

出所: ORCA提供資料 12



ORCA AI AGENT

4つのAIエージェントプラン
期間と想定収益率で選ぶ

プラン 期間 基礎日次 チェックイン 想定日次 掲載総収益率

Eden 10日 0.2〜0.3% +50% 0.30〜0.45% 4.5%

Oracle 90日 0.3〜0.4% +50% 0.45〜0.60% 54%

Axiom 180日 0.4〜0.5% +75% 0.70〜0.875% 157.5%

Apex 360日 0.45〜0.6% +100% 0.90〜1.20% 432%

掲載総収益率は、想定日次収益の上限 × 日数の単純計算
数値はORCA提供資料の掲載値であり、将来の収益を保証するものではありません

出所: Yellow Paper p.9-10 13



ORCA AI AGENT

収益機会は取引とコミュニティの2層

AIエージェント収益
選択したプランの期間・想定日次収益に基づ
く設計

＋
コミュニティ報酬
自己投資額とチーム内の実績に応じてランク
が上がる仕組み

ランク 自己投資額 弱い系列の条件 ランク報酬

ユーザー 100 USDT なし 5%

Orca 1 100 USDT 10,000 USDT 10%

Orca 3 500 USDT 100,000 USDT 30%

Orca 5 5,000 USDT 1,000,000 USDT 50%

Orca 9 100,000 USDT 80,000,000 USDT 70%

同ランク・グローバルボーナスも資料に掲載

出所: Yellow Paper p.11-12。報酬条件はORCA提供資料による。 14



ORCA AI AGENT

公開資料から見える事業基盤

SEC EDGAR Orca Node LtdのForm D掲載 2026年5月8日  CIK 0002133924

技術基盤 OpenClaw活用・Nodepay統合 ORCA提供資料上の技術説明

市場接続 Polymarket・Kalshi API接続先として掲載

活動実績 イベント・配信・MOU Binance Live、Ultra Web3等を資料に掲載

公開記録とORCA側の発表を分けて理解すると、説明の信頼性が高まる

Form Dは登録免除による証券募集の通知であり、SECの承認を意味しません。 15



ROADMAP

2026年から2029年の成長計画

2026

AIエージェント開始

登録15万人 
運用資産2.6億ドル

2027

$IORCA・独自市場

登録50万人 
運用資産6.6億ドル

2028

アプリ・複数市場

登録120万人 
運用資産12億ドル

2029

OrcaMarket.ai

登録1,000万人 
AIエージェント5,000万

トークン、ステーキング、モバイルアプリ、独自予測市場へ展開

出所: ORCA提供資料 p.39-40。数値は将来計画・目標値。 16



ORCA AI AGENT

ORCA参加までの流れ

1

紹介リンク

登録

2

ウォレット

接続

3

USDT

入金

4

プラン

選択

5

チェックイン

運用

6

条件達成後

出金申請

参加前にそろえるもの 目標金額   運用に回せる資金   希望期間   出金条件

自分のメインウォレットとは分け、送金先とネットワークを毎回確認

出所: OC.AGENTユーザーガイド https://info.ocagent.homes/library/item/mig_guide_1 17



NEXT STEP

収入の選択肢は、 
理解して選んだ後に増える

01 欲しい月収を決める

02 期間と資金を決める

03 プランと条件を確認する

04 自分に合えば参加を判断する

ORCA
AI AGENT

数値・収益率・提携・将来計画はORCA提供資料によります。将来の収益を保証するものではありません。


